
第２次野洲市総合計画 改訂（案）について 

第２次野洲市総合計画について、野洲市民病院を野洲市総合体育館東側市有地に整備することに合わせ、土地利用の構想に関する内容

を見直しました。該当箇所および現行との比較は以下のとおりです。 

該当箇所 現行 改訂（案） 

 

【21ページ】 

基本構想 

Ⅰ 将来構想 ２.土

地利用 

２ 基本方針 

  11段目 

都市機能が集約された拠点間および居住地を結ぶ公

共交通網を充実させる「多極ネットワーク型コンパク

トシティ※」の構築を図り、                  

                           

 

       持続可能な都市づくりを計画的に進め

ます。 

都市機能が集約された拠点間および居住地を結ぶ公共

交通網を充実させる「多極ネットワーク型コンパクトシテ

ィ※」の構築を図り、JR 野洲駅周辺を「中心拠点」、北部

合同庁舎周辺と総合体育館周辺をそれぞれ「地域拠点」と

して位置づけ、持続可能な都市づくりを計画的に進めま

す。 

【22ページ】 

基本構想 

Ⅰ 将来構想 

２.土地利用 

３ 土地利用 

構想図 
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該当箇所 現行 改訂（案） 

【24ページ】 

基本構想 

Ⅱ これからの 

まちづくりに 

向けて 

１.本市の課題 

４ 環境・都市計画・

都市基盤整備 

  ８段目 

 また、健康で快適な生活環境を構築し、持続可能な都市

づくりを促進するため、都市の発展に必要な市街化区域を

確保しつつ、南北の市街地拠点     に都市機能を誘

導し、拠点間及び居住地を結ぶ公共交通網を充実させた

「多極ネットワーク型コンパクトシティ※」の都市づくり

を行っていく必要があります。 

また、健康で快適な生活環境を構築し、持続可能な都市

づくりを促進するため、都市の発展に必要な市街化区域を

確保しつつ、「中心拠点」と「地域拠点」に都市機能を誘

導し、拠点間及び居住地を結ぶ公共交通網を充実させた

「多極ネットワーク型コンパクトシティ※」の都市づくり

を行っていく必要があります。 

【29ページ】 

 基本構想 

Ⅱ これからの 

まちづくりに 

向けて 

３.まちづくりの 

基本方針 

２ 分野ごとの 

基本方針 

環境・都市計画・ 

都市基盤整備 

  ●２つ目 

●「多極ネットワーク型コンパクトシティ※」の考え方の

もと、必要な都市機能が市街地拠点        にお

いて確保され、公共交通等のネットワークで結ばれるまち

をめざします。 

 

 

●「多極ネットワーク型コンパクトシティ※」の考え方の

もと、必要な都市機能が「中心拠点」と「地域拠点」にお

いて確保され、公共交通等のネットワークで結ばれるまち

をめざします。 

 

 

 



 

 

 

改訂箇所 現行 改訂（案） 

【66 ページ】 

基本計画 

分野４ 

環境・都市計画・

都市基盤整備 

施策１ 

均衡ある土地 

利用の推進 

「多極ネットワーク型 

コンパクトシティ」 

のイメージ図 

 

 

 

【66ページ】 

同上 

（分野・施策） 

▶現状・課題 

12 段目 

また、農用地を含む自然的土地利用については、適正な

保全と適切な利用を図ることとし、土地利用転換につい

ては、自然環境に配慮しながら計画的に進めます。 

また、地域拠点（北部合同庁舎周辺及び総合体育館周辺）

については、地域特性に応じた都市機能を集約し、公共交

通網の充実による利便性を確保するとともに、豊かな自然

環境を生かした地域づくりを計画的に進めます。 

 

  



 

 

 

改訂箇所 現行 改訂（案） 

【120 ページ】 

９ 用語解説 

多極ネットワーク型

コンパクトシティ 

  ６段目 

野洲市立地適正化計画においては、JR 野洲駅周辺地域を

中心拠点、また、北部合同庁舎周辺地域         

 を地域拠点と位置付けて都市機能を整備し、各拠点とそ

の周辺地域の交通を確保する計画としている。 

野洲市立地適正化計画においては、JR 野洲駅周辺地域を

中心拠点、また、北部合同庁舎周辺地域及び総合体育館周

辺を地域拠点と位置付けて都市機能を整備し、各拠点とそ

の周辺地域の交通を確保する計画としている。 

 

 














